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研究成果の概要（和文）：本研究は、「従来の研究論点を技術学的観点から検証し、弥生時代後期から古墳時代
前期にかけての列島社会に技術革新が果たした役割を明らかにする」という目的を掲げた。各年度の研究活動の
結果、この目的を十分に達成することができた。
一方で、研究が進展した段階で、この時期の「農具と工具の組成的な全体像」を把握することが先決であるとの
認識に達した。また、古代アジア諸地域との比較なども、なお検討するべき課題である。
本研究は、鉄・木・骨角といった素材を限定せず、横断的な分析を進めたものであった。今後さらに多くの研究
者の協力を仰ぎつつ、本研究で培うことのできた、総合性かつ独創性に富んだ視点を発展させていきたい。

研究成果の概要（英文）：Our research aims to investigate conventional issues from the technological 
viewpoint and clarify the role of technological innovation in the ancient Japanese society since the
 late Yayoi period to the early Kofun period.  This aim had been sufficiently achieved as a result 
of each year's research activity.
On the other hand, research leader and research partner reached recognition that that was the best 
way to grasp "the comprehensive perspective of agricultural tools and handicraft tools in this 
period" as a result of progress of this research. In addition, comparison with areas in ancient Asia
 is the issue to be investigated.
This study did not limit the material such as iron, wood, bone and antler and pushed forward 
cross-sectional analysis. We would like to develop this viewpoint that was synthetic and fruitful 
that our research was able to cultivate in this program by making more cooperative work with many 
researchers in future.

研究分野： 考古学（日本考古学、アジア考古学）
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
これまで、研究代表者は主に鉄器、研究分

担者は主に土器・木器を対象に、弥生時代後
期から古墳時代前期にかけての生産活動と
社会変動との関連を論じてきた。 
この時期の鉄器生産と社会変動との関連

を論じた研究として、村上恭通 1998『倭人
と鉄の考古学』（青木書店）が挙げられる。
朝鮮半島から導入された技術が社会変動に
果たした役割の評価など、多くの優れた成果
を収めている。同時に、製作技術と使用技術
との関連性など、残された課題も存在する。 
木器では、山田昌久や樋上昇による総合的

研究が挙げられる（山田昌久（編）2003『考
古資料大観』8 小学館、樋上昇 2010『木製
品から考える地域社会』 雄山閣）。伐採・加
工・使用・廃棄というサイクルを把握する重
要性が提起されている。一方で、主に古墳副
葬品研究が積極的に復元している、倭王権を
代表とする列島規模の政治・社会組織の在り
方との関連が、重要な論点として残る。 

国外の研究に目を向けると、技術と社会と
の関係を考古学の立場から鮮明に描き出し
たものとして、Ｍ-Ａ.ドブレスの研究が挙げ
られる（Dobres,M-A.2000 Technology and 
Social Agency,Oxford:Blackwell）。ドブレス
は、技術と Agency（行為主体性）との関係
に焦点をあてたもので、社会的存在としての
技術について学ぶところが大きい。動作連鎖
の観点についても触れつつ、技術研究の理論
的側面を論じている点も注目される。 
本研究は、以上のような国内外の動向も意

識しつつ、弥生・古墳移行期における農具と
工具の技術を、製作・使用実験を通して解明
する意図を持って開始した。 

 
２．研究の目的 

 
本研究では、弥生時代後期から古墳時代前

期にかけての農具と工具の技術の具体像を
明らかにする。 
弥生時代後期から古墳時代前期にかけて

は、「博多湾貿易」仮説（久住猛雄 2007「『博
多湾貿易』の成立と解体」『考古学研究』53
巻４号）に示されるように、朝鮮半島から列
島各地、さらには北方や南方の隣接地域をつ
なぐ遠距離交易が発展した。この結果、鉄素
材や鉄器の流通が近畿地方中央部政権に掌
握され、倭王権による広域支配が貫徹したと
いうのが通説である。 
だが、このような「大きな物語」がある一

方で、新来の鍛冶技術が具体的にどのように
受容され、これを活用した農具と工具の技術
が普及していったのか、人々の生業が具体的
にどのように変化したのかについては、なお
明らかになっていない。 
本研究では、具体的な加工痕そのものに着

目し、様々な手法による記録化を試みる。そ
の上で、実験的な手法もとりいれながら、技

術の実像を再構築していく。 
古墳時代を対象とした現在の考古学的研

究は、大半が古墳の構造や副葬品を対象とし
ている。古墳時代社会の生活技術の追及が大
きな課題である。弥生時代においても、地域
ごとの農具・工具に関連する技術受容の具体
的様相についても未解明な点が多い。本研究
は、このような従来の研究動向を、大きく変
える可能性がある。 
本研究により、近畿から瀬戸内東部にかけ

ての地域において農具・工具の技術が果たし
た多様な役割を提示できると予想した。本研
究成果は、時代や地域をこえた、技術と人間
とのかかわりを明らかにすることにも展開
できると考えた。 
 
３．研究の方法 
 
本研究が当初目指した手法は、弥生時代後

期から古墳時代前期にかけての農具と工具
の技術の具体像を、木器や骨角器に残された
加工痕から読み解くものである。 
まず、加工痕の効果的な認識と提示の手法 

を追求する。つづいて、鉄製製作工具との関
連に着目する。そして、実験的な手法もとり
いれながら、技術の実像にせまる。最終的に
は、この時期の日本列島社会の組織化に技術
革新が果たした役割を明らかにすることが
目的である。最終的には、従来の研究論点を
技術学的観点から検証し、この時期の日本列
島社会の組織化に技術革新が果たした役割
を明らかにする。本研究の成果は、時代や地
域をこえた、技術と人間とのかかわりを明ら
かにすることにも展開できる。 
従来の研究の蓄積に応募者の研究を積み

上げることで、弥生時代から古墳時代にかけ
ての社会の特徴、ひいては日本文化の特徴を
より正確に描くことができるであろうと、研
究着手時には考えていた。 
 しかし、研究代表者・研究分担者による研
究が進展した平成 27 年度末の段階で、弥生
時代後期から古墳時代前期にかけての「農具
と工具の組成的な全体像」を把握することが
先決であるとの認識に達した。これは、列島
各地における鉄器資料と木器資料との双方
を把握し、地道に突き合わせる作業が未だに
不十分であることを痛感したためである。 
 この観点から、平成 28 年度からは、古墳
副葬農工具組成の検討に加え、各地における
木製農具・工具の新資料の調査を実施し、多
くの知見を得ることができた。 
 
４．研究成果 
 
（１）平成 25年度 

研究代表者と研究分担者とのミーティン
グを計２回おこないつつ、資料調査を適宜実
施し、以下の成果を得た。 
研究初年度であったが、従来の研究論点を

技術学的観点から検証し、弥生時代後期から



古墳時代前期にかけての日本列島における
社会の複雑化に技術革新が果たした役割を
明らかにする第一歩としての研究成果を公
表することができた。あわせて、時代や地域
に限定されない、技術学に関心を持つ研究者
の意見交換の場の構築をいかにおこなうべ
きかについての見通しを得ることができた。 
①木器加工痕の記録化 
 宮城県仙台市中在家南遺跡等出土の木器
加工痕を記録化し、農具・工具の技術を正確
に把握する基礎資料を蓄積した。 
②木器製作工具の復元 
鉄製工具のうち、これまで出土例の形態的

特徴を十分反映した復元品製作がなされて
いない鋸の復元をおこなった。博物館展示の
ための復元品製作を行なっている技術者と、
十分な打ち合わせをおこないつつ進めた結
果、多くの新知見を得ることができた。 
③技術の社会的要因の考察 
弥生時代から古墳時代に移行する時期の

農具・工具の技術の社会的背景について考察
をおこなった。特に、長距離交易と鉄器化と
の関連性について、研究代表者・研究分担者
が同一セッションに属する国際学会発表を
おこなうことで、外部の研究者も交えた研究
論点の検証を可能とした。 
 
（２）平成 26年度 
 平成 26 年度は、代表者・分担者間で適

宜連絡を取りつつ、資料調査や成果発表をお
こなった。以下の研究活動により、研究着手
時の予測をはるかに上回る形で、研究取りま
とめへとつなげることができた。 
①木器加工痕の記録化 
大韓民国・国立江陵大学校博物館の協力に

より、同館において、韓国・江原道江陵市江
門洞遺跡出土木器加工痕を観察・記録するこ
とができた。日本の古墳時代に併行する原三
国時代のものであり、渡来系統に属する鉄製
工具の加工痕の同定につながる大きな成果
を得ることができた。 
②木器製作工具組成の分析 
昨年度実施した、古墳時代鋸の復元結果を

基礎に、木器製作工具組成の分析をおこなっ
た。奈良県五条猫塚古墳や佐賀県高畠古墳の
副葬資料や、鳥取県長瀬高浜遺跡出土資料の
新たな記録化や過去の記録の分析をおこな
った。 
併せて、工具の製作用具である鍛冶具の民

俗資料も収集した。いずれも、多くの新知見
を得ることができた。 
③技術の社会的要因の考察 
弥生時代から古墳時代に移行する時期の

農具・工具の技術の社会的背景について、論
考をまとめ、一部学会発表をおこなった。分
担者は本科研経費で国際学会発表をおこな
った。代表者も、別事業でおこなった国際研
究集会発表において、韓国・日本の数多くの
研究者との意見交換をおこない、論点を客観
的に検証することができた。 

 
（３）平成 27年度 

平成 27 年度は、研究代表者育児休業によ
る研究期間延長手続きをおこない、承認され
た。このため、当初予定していた研究の取り
まとめは、平成 28 年度におこなうこととし
た。 
このような状況下であるが、研究代表者・

研究分担者間で随時連絡を取りつつ、研究の
取りまとめに備えた。 
研究代表者は、福井市天神山 7号墳や石川

県能美市和田山５号墳といった、北陸地方に
おける中期古墳副葬例を中心に鉄製農具・工 
具の資料調査も実施し、多くの知見を得た。 
研究分担者は、弥生・古墳時代の手工業生

産体制を、アジア諸地域の古代国家成立期の
様相と比較し、多くの研究発表をおこなった。 
 
（４）平成 28年度 

平成 28 年度は、研究の取りまとめをおこ
なった。その過程で、加工痕の資料化の前提
となる、対象時期の農具と工具の全体像を把
握することが先決であるとの認識に達した。 
そのため、研究代表者は、平成 27 年度の

項で言及した古墳副葬農工具組成の検討に
加え、兵庫県高畑町遺跡出土品といった木製
農具・工具の新資料の調査を実施し、多くの
知見を得た。 
この成果によって、分担著書における古代

農具の技術的意義についての概説や、研究紀
要における弥生・古墳時代の日本海地域で共
有された技術的・流通的優位性を示した論文
を公刊することができた。 
研究分担者は、前年度に引き続き、弥生・

古墳時代の手工業生産体制を、アジア諸地域
の古代国家成立期の様相と比較し、多くの 
研究発表をおこなった。 
 
（５）全研究期間を通した総括 

以上のような各年度の研究活動の結果、本
研究が当初かかげた、「従来の研究論点を技
術学的観点から検証し、対象時期の列島社会
に技術革新が果たした役割を明らかにする」
という目的を達成することができた。 
一方で、「時代や地域をこえた、技術と人

間とのかかわりの解明」という究極的目標に
ついては、古代アジア諸地域との比較など、
なお検討するべき課題が数多く存在するこ
とを痛感した。 
本研究はまた、鉄器・木器・骨角器という

素材の異なる考古資料を広範かつ詳細に分
析することで、農具・工具の製作技術と使用
技術とを関連させ、弥生時代後期から古墳時
代前期の社会を総合的に復原していくとい
う手法を採用したものであった。これは十分
に成功したのだが、さらに多くの研究者が協
力する必要性も、強く認識した。 

日本考古学は、素材を限定して研究を進め
る傾向が強いが、本研究は、総合性かつ独創
性に富む点で、一石を投じるものであったと



位置づけている。 
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